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自治体CIO育成研修［全体最適化と調達・運用設計編］の受講生募集要領 
 

１ 概要  

(1) 本事業の目的 

ＣＩＯあるいはＣＩＯチームの中核的役割を担うことのできる人材育成研修を実施すること

を通じて、地方公共団体におけるＣＩＯ（あるいはＣＩＯを支えるチーム）の機能を強化し、ＩＣ

Ｔの適切な管理、業務の効率化、効果的な地域情報化の展開などを促進することを目的と

します。 

 
ＣＩＯ（Chief Information Officer：情報統括役員） 

 情報システムの構築や運営等の技能を有し、経営陣の一員としてＩＴガバナンスの観点から

適切な経営判断を行う、情報資産及びその運用の統括責任者。 

 

         ＣＩＯチーム 

           ＣＩＯの機能を有する部署、若しくは部署をまたぐ体制。 

 

(2) 研修の目標 

受講者がＣＩＯに求められる役割やＣＩＯを支える体制のあり方を理解し、業務の進め方

や、必要な判断を下すための視点等についての理解を深めることを目標とします。（個々の

書類の作成方法等のスキルを習得することが目標ではありません。） 

また、研修を契機に他の受講生との人的ネットワークを構築し、研修後も専門的な学習

に取り組める場の形成を目標とします。 

 

 （3）実施主体 

財団法人 全国地域情報化推進協会、総務省 

 

２ 研修内容  

(1) 全体スケジュール 

研修は、事前学習、集合研修、事後学習から構成されます。 

 実施期間 内 容 

①事前学習 平成23年8月中旬～平成23年10月16日(日) (3)参照 

②集合研修 平成23年10月17日(月)～平成23年10月21日(金) (2)参照 

③事後学習 平成23年10月22日(土)～平成24年3月16日(金) (3)参照 
＊ 事前学習及び事後学習はｅ-ラーニング（インターネットを利用した遠隔学習）形式で実施

します。 

＊＊ 事前学習、事後学習及び集合研修を合わせた全期間を通じて、受講生からの質問・相

談等に対応可能なアドバイザーを配置します。 

(2) 集合研修 

① カリキュラム概要 

具体的かつ実践的な内容とするため、５日間を通じて「全体最適化と調達・運

用設計」をテーマとしたカリキュラムを作成しております。自治体ＣＩＯとして

の役割を果たすのに何が必要かを理解できるようになることを目指します。講義

は演習を中心とした構成で、演習の効果を高めるため４～６名程度のグループ制

で行います。カリキュラムの詳細は、項目９をご参照ください。 
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② 実施期間 

平成23年10月17日（月）～平成23年10月21日（金）（計５日間） 

・集合 平成23年10月17日（月）9時15分 

・解散 平成23年10月21日（金）14時30分頃 

③ 実施場所 

自治大学校立川キャンパス 研修棟 

〒190-8581 東京都立川市緑町１０番地の１ 

TEL 042-540-4500（代表） 

URL http://www.soumu.go.jp/jitidai/index.htm 

 

(3) 事前学習及び事後学習 

① 概要 

事前学習では、集合研修の受講に必要な基礎的知識を習得します。また、集合研修

に必要な資料の事前準備を行います。 

事後学習では、集合研修で実施するグループ演習の成果発表及び講師の講評等を

行います。また、カリキュラムの復習及びグループ内での討議を継続し、考察をさらに

進めることを期待しています。 

② 実施期間 

・事前学習 平成23年8月中旬から平成23年10月16日(日)まで 

・事後学習 平成23年10月22日(土)から平成24年3月16日(金)まで 

③ 実施場所 

インターネットに接続でき、ｅ-ラーニングサイトにアクセスできる環境があればどこから

でも受講できます。（受講に必要なＰＣ環境については次項を参照。） 

 

３ 応募資格と受講条件  

（1）ＣＩＯ候補者あるいはＣＩＯ補佐官候補またはそうした役職となることが期待されている方

を想定しています。 

（2）受講生は、集合研修（５日間）全てのカリキュラムに出席できることが必要です。 

（3）受講生は、ｅ-ラーニングに参加するために下記の環境を有するＰＣを利用できることが必

要です。なお、ＰＣを１台に固定する必要はありません。 

・インターネット（ｅ-ラーニングサイト）アクセスが可能 

・Windows、IE6.0以降 

・XGA（1024×728ピクセル）以上 

・メールアドレスの利用が可能 

 

４ 応募方法  

別紙の受講申込書に必要事項をご記入の上、 

平成23年7月22日8月5日(金)17:00までにE-mailで次の提出先までご連絡ください。 

財団法人 全国地域情報化推進協会 小堺 中井 宛 

E-mail：cioikusei(at)applic.or.jp 
※実際にメールを送られる際には(at)を小文字の＠に置き換えてください。 

尚、当事業において収集した個人データは、(財)全国地域情報化推進協会及び当事業

の受託者が責任をもって管理し、認可なく第三者に開示致しません。また、申込みデータ

を本事業以外の目的に流用致しません。 
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５ 受講の可否の通知方法  

受講いただける方には７月下旬8月中旬に電子メールにてご連絡いたします。 

応募者数が受講定員（３０名）を超えた場合には、当方にて選考を行い、選考にあたって

は、（財）全国地域情報化推進協会の特別会員の地方公共団体職員を優先とし、且つ近

年中に地域情報プラットフォームの導入検討に取り組む地方公共団体を優先いたします。

また、必要に応じてヒアリングをさせていただく場合がございますので、予めご了承くださ

い。 

 

６ 受講のメリット  

(1) ＩＴの調達やリプレース、システム運用計画や情報セキュリティなど、地方公共団体で具

体的に直面する課題について、技術的観点のみならず、プロジェクト管理や庁内の全体

最適化、ＩＴＩＬやＳＬＡ、セキュリティポリシー評価といった管理的視点についても学ぶこと

ができます。 

(2) 単に講師による情報提供型の講義（座学）だけでなく、実際の地方公共団体のケースを

もとに特別に設計した参加型トレーニングを体験することで、実践的に学習することがで

きます。 

(3) 事前学習を含めた全課題に取り組み、一定の要件を満たした受講生には修了証を交付

します。 

(4) 集合研修では、グループ討議等を通じ受講生相互が交流し、互いに啓発できるように工

夫されています。集合研修実施後もメーリングリスト等を通じて人的ネットワークが引き続

き保てるような配慮を行います。この研修を、他の地方公共団体等へ人脈を広げる貴重

な機会として活用して頂くことができます。 

 

７ 研修に要する費用  

事前学習、集合研修、事後学習の受講に関する費用の負担はありません（ただし、ｅ-ラ

ーニングにかかる通信費用等については受講者負担）が、集合研修に際しての交通費、

宿泊費、食費等は受講者（地方公共団体）の負担となります。 

集合研修の際の宿泊施設として自治大学校をご利用いただけます。この場合の宿泊費

（予定では4泊で10,400円）は受講者（地方公共団体）の負担となります。受講者の交流を

深めるために自治大学校のご利用を推奨します。 

 

８ お問い合せ先  

財団法人 全国地域情報化推進協会 企画部 

担 当：岡本、小堺、中井 

Ｔｅｌ：０３－５２５１－０３１１ 

E-mail：cioikusei(at)applic.or.jp 
※実際にメールを送られる際には(at)を小文字の＠に置き換えてください。 
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９ カリキュラム 

 

平成２３年度自治体ＣＩＯ（全体最適化と調達・運用設計編）育成研修カリキュラム（案） 

 
時

限 
時間 10/17（月） 10/18（火） 10/19(水） 10/20（木） 10/21（金） 

1 

9:30 

～ 

10:40 

1-1 2-1 3-1 4-1 5-1 

・あいさつ 

・研修の概要 

・地域情報プラッ

トフォームを活用

した業務改善と

調達 

・業務・システム

最適化手法概論 

・調達計画の作

成 

・研修振り返りと

事後課題設定 

 

 【講義】 【講義】 【講義】  

2 

10:50 

～ 

12:00 

1-2 2-2 3-2 4-2 5-2 

・全体最適化と

CIO の役割 

・調達における問

題と課題  

・業務機能分析  ・運用計画の作

成 

・地域情報プラッ

トフォームの活用

に関する政策   

【講義】 【講義】 【演習４】 【講義】 【講演】 

  機能構成図作成     

  
昼 食 昼 食 昼 食 昼 食 昼 食 

3 

13:00 

～ 

14:10  

1-3 2-3 3-3 4-3 5-3 

・全体最適化とは ・目的の整理と現

状分析 

・業務機能分析 ・調達評価表の

作成 

・修了証書授与 

【講義】 【演習２】 【演習５】 【演習７】  

  機能情報関連図

作成  
   

4 

14:20 

～ 

15:30  

1-4 2-4 3-4 4-4  

・全体最適化を進

める環境分析 

・問題課題整理  ・業務機能分析 ・調達のプロセス

設計 

【演習１】 【演習３】  【演習６】 【演習８】 

SWOT 分析   業務流れ図作成   

5 

15:40 

～ 

16:50  

1-5 2-5 3-5 4-5  

・成功要因の抽

出 

・問題課題整理  ・業務機能分析 ・調達のプロセス

設計 

【解説】 【演習３続き】  【演習６続き】 【演習８続き】 

CSF の策定  業務流れ図作成  

6 

17:00 

～ 

18:00 

1-6 2-6 3-6 4-6  

・学識者・有識者

講演 

・学識者・有識者

講演 

・業務分析とＢＣ

Ｐでの活用 

・学識者・有識者

講演 

  
【講義】 
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財団法人全国地域情報化推進協会 事務局：小堺、中井 行 

（ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：cioikusei(at)applic.or.jp） 
 ※実際にメールを送られる際には(at)を小文字の＠に置き換えてください。 

 

自治体ＣＩＯ育成研修［全体最適化編と調達・運用設計編］受講申込書 
 

平成  年  月  日 

下記の所要事項をご記入下さい。 

ふりがな  
性 別  男性 ・ 女性 

氏   名  

組織・団体名  役 職 
 

所属部課名  

住   所  

電 話 番 号  ＦＡＸ  

研修受講用の 

メールアドレス 

 

 

集合研修時の

宿泊の有無 

自治大学寄宿舎（ 禁煙 ・ 喫煙 ） ・ 自宅 ・ その他 

※自治大学寄宿舎への前泊はできません 

 

 

 

経  歴 

 

 

 

 

 

 

受講申込に 

対する抱負 

 

 

 

 

 

貴団体におけ

る情報化の取

り組み 

（情報化計画） 

 

 

 

 

 

別 紙 
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